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主な内容主な内容

発行／黒潮町役場

わがまちデータわがまちデータ 2018（平成30）年2月28日現在

●人　口　11,356人（前月比0人減）

●世帯数　5,521世帯
●15歳未満の年少人口　958人（比率8.44％）

●65歳以上の老齢人口　4,827人（比率42.51％）

●人口のうごき
　増加 44人　出生6人　     転入37人　    その他1人

　減少 44人　死亡19人　   転出20人　    その他5人
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まちのできごとまちのできごとまちのできごと

平
成
29
年
度
黒
潮
町
駅
伝
大
会
兼

四
国
の
み
ち
駅
伝
大
会
開
催

　
３
月
４
日
（
日
）
、
「
平
成

２９
年
度
黒

潮
町
駅
伝
大
会
兼
四
国
の
み
ち
駅
伝
大

会
」
が
開
催
さ
れ
、
黒
潮
町
駅
伝
大
会

に
は
町
内
か
ら

１５
チ
ー
ム
、
四
国
の
み

ち
駅
伝
に
は
町
内
外
か
ら

１４
チ
ー
ム
、

計
１
４
５
人
が
参
加
し
町
内
を
駆
け
抜

け
ま
し
た
。

　
土
佐
西
南
大
規
模
公
園
佐
賀
地
区
駐

車
場
を
ス
タ
ー
ト
し
、
同
公
園
陸
上
競

技
場
前
ま
で
を
走
る
５
区
間

１７
・
３
㎞

の
コ
ー
ス
で
、
各
チ
ー
ム
５
人
で
競
技

を
行
い
ま
し
た
。
　

　
町
内
か
ら
の
参
加
者
は
「
苦
し
か
っ

た
け
ど
、
地
域
を
盛
り
上
げ
る
た
め
に

皆
で
走
っ
た
。
み
ん
な
頑
張
っ
た
」
と

語
り
、
四
万
十
市
か
ら
参
加
の
チ
ー
ム

は
「
絶
景
を
見
な
が
ら
走
っ
た
」
と
話

し
ま
し
た
。
　

◆
黒
潮
町
駅
伝
大
会

　
１
位
　
加
持
Ａ
　
１
時
間

０９
分

１２
秒

　
２
位
　
黒
潮
消
防
署１

時
間

１０
分

１２
秒

　
３
位
　
錦
野
 
 

１
時
間

１３
分

０３
秒

◆
黒
潮
町
駅
伝
大
会
区
間
賞

▼
１
区
４
・
３
㎞
①
大
原
 

敦
（
加
持

Ａ
）

１５
分

４２
秒
②
池
本
　
豪
（
黒
潮
消

防
署
）

１６
分

０８
秒
③
深
木
　
俊
行
（
大

方
く
じ
ら
保
育
所
）

１６
分

３４
秒
　

▼
２
区
３
・
８
㎞
　
①
塩
田
　
充
弘（
黒

潮
消
防
署
）

１４
分

３０
秒
②
宮
川
　
貴

史
（
加
持
Ａ
）

１４
分

３２
秒
③
亀
谷
　
賢

汰
（
黒
潮
町
役
場
青
年
部
）

１５
分

５５
秒

▼
３
区
２
・
２
㎞
　
①
武
市
　
有
司（
黒

潮
消
防
署
）
８
分

５４
秒
②
村
越
　
淳

（
錦
野
）
９
分

０５
秒
③
酒
井
　
春
樹
（
鞭

分
団
て
び
ろ
め
ん
ず
）
９
分

２３
秒

▼
４
区
３
・
０
㎞
　
①
谷
　
純
大
（
加

持
Ａ
）

１１
分

３４
秒
②
松
田
　
直
斗
（
錦

野
）

１２
分

１０
秒
③
土
居
　
美
香
（
大
方

亀
ク
ラ
ブ
Ａ
）

１３
分

４０
秒

▼
５
区
４
・
０
㎞
　
①
酒
井
　
優
一（
黒

潮
消
防
署
）

１６
分

４５
秒
②
安
光
　
稜

（
黒
潮
町
役

場
青
年
部
）

１６
分

５３
秒

③
塩
田
充

幸（
加
持
Ａ
）

１６
分

５４
秒

◆
四
国
の
み
ち
駅
伝
大
会

１
位
 

澤
田
林
業
　
 

　
　

５７
分
２
秒

２
位
 

チ
ー
ム
ス
マ
イ
ル

１
時
間
０
分

４７
秒

３
位
 

宿
毛
走
ろ
う
会
Ａ

１
時
間
３
分

１５
秒

◆
四
国
の
み
ち
駅
伝
大
会

▼
１
区
４
・
３
㎞
①
宮
脇
　
智
也
（
チ

ー
ム
ス
マ
イ
ル
）

１３
分

２０
秒

▼
２
区
３
・
８
㎞
　
①
岸
本
　
遼
太
郎

（
中
村
中
学
校
陸
上
部
２
年w

ith

マ

マ
ラ
ン
）

１２
分

２１
秒

▼
３
区
２
・
２
㎞
　
①
坂
井
　
祐
太（
中

村
中
学
校
陸
上
部
２
年w

ith

マ
マ
ラ

ン
）
７
分

１４
秒

▼
４
区
３
・
０
㎞
　
①
池
川
　
亜
路
捺

（
宿
毛
走
ろ
う
会
Ａ
）
９
分

４８
秒

▼
５
区
４
・
０
㎞
　
①
伊
勢
脇
　
厚
哉

（
澤
田
林
業
）

１２
分

４９
秒

疾走するランナー

ゴールの瞬間

海沿いを走るランナー

地域をアピールして走るランナー 白浜地区を走る様子

上
・
黒
潮
町
駅
伝
大
会 

優
勝 

加
持
Ａ
チ
ー
ム

下
・
四
国
の
み
ち
駅
伝
大
会 

優
勝 

澤
田
林
業
チ
ー
ム
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「
防
災
ま
ち
づ
く
り
大
賞
」
の
表
彰

式
が
３
月
１
日（
木
）に
東
京
都
で
開
催

さ
れ
、
佐
賀
中
学
校
が
総
務
大
臣
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。

　
同
賞
は
、
防
災
・
減
災
に
関
す
る
効

果
的
な
取
組
な
ど
を
紹
介
し
、
災
害
に

強
い
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
を
目

的
と
し
て
、
地
域
に
根
ざ
し
た
団
体
・

組
織
な
ど
の
優
れ
た
取
組
や
工
夫
・
ア

イ
デ
ィ
ア
に
贈
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
佐
賀
中
学
校
の
地
域
活
動
を
防
災
活

動
と
結
び
つ
け
、
日
本
一
の
防
災
の
つ

な
が
り
を
作
る
取
組
み
は
高
く
評
価
さ

れ
、「
ぼ
う
さ
い
甲
子
園
」
に
続
い
て
の

受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　
生
徒
ら
は
「
こ
れ
か
ら
も
日
頃
か
ら

地
域
の
人
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

と
っ
て
、

防
災
に
つ

な
げ
た
い
」

と
話
し
ま

し
た
。

　
国
土
交
通
省
主
催
、
平
成

２９
年
度
「
土

砂
災
害
防
止
に
関
す
る
絵
画
・
作
文
」

コ
ン
テ
ス
ト
が
開
催
さ
れ
、
黒
潮
町
の

村
上
陽
花
さ
ん
（
南
郷
小
学
校
５
年
生

※
受
賞
時
）
の
作
文
が
優
秀
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。

　
土
砂
災
害
お
よ
び
そ
の
防
止
に
つ
い

て
関
心
と
理
解
を
深
め
る
目
的
で
行
わ

れ
た
同
大
会
に
は
、
全
国
の
小
中
学
生

か
ら
４
３
４
８
点
の
応
募
が
あ
り
、
最

優
秀
賞
４
点
・
優
秀
賞

６０
点
が
選
定
さ

れ
ま
し
た
。

　
受
賞
し
た
村
上
さ
ん
は
「
飛
び
上
が

る
ほ
ど
嬉
し
か
っ
た
」
と
喜
び
を
語
り

ま
し
た
。

　
作
品
「
命
を
守
る
た
め
に
は
」
は
国

土
交
通
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
公
開
し

て
い
ま
す
。

http://w
w

w
.m

lit.go.jp/m
izukokudo/sabo/

kaiga_h29.htm
l

　
専
修
大
学
硬
式
野
球
部
が
合
宿
の
た

め
黒
潮
町
を
訪
れ
、
大
方
球
場
に
て
２

月
１６
日（
金
）、
歓
迎
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
式
典
で
は
、
今
回
２
回
目
と
な
る
来

訪
を
歓
迎
し
て
町
長
か
ら
「
一
段
上
を

目
指
し
て
い
た
だ
き
、
町
と
し
て
も
よ

り
良
い
合
宿
が
で
き
る
よ
う
に
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
き
た
い
」
と
激
励
が
送
ら
れ
、

黒
潮
町
か
ら
は
文
旦
、
黒
潮
町
観
光
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
か
ら
は
ポ
ン
カ
ン
、
土
佐

ユ
ー
ト
ピ
ア
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
か
ら

は
バ
ナ
ナ
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
砂
浜
美
術
館
か
ら

は
い
ち
ご
な
ど
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
学
生
た
ち
は
２
月

１５
日
か
ら
３
月
１

日
ま
で
滞
在
し
、
体
力
作
り
や
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
に
励
み
ま
し
た
。

　
監
督
の
齋
藤
正
直
さ
ん
は
「
今
年
は

勝
負
の
年
。
秋
の
優
勝
を
目
指
し
、
黒

潮
町
で
鍛
え
、
戦
え
る
覚
悟
が
で
き
て

い
る
」
と
挨
拶
し
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
へ

の
意
気
込
み
を
表
し
ま
し
た
。

　
２
月

１２
日（
月
）、
土
佐
西
南
大
規
模

公
園
体
育
館
に
て
「
曽
根
杯
卓
球
大
会
」

が
開
催
さ
れ
、
町
内
外
よ
り

１１
の
中
学

校
が
参
加
し
、
男
子

５９
人
、
女
子

３８
人

が
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
で
競
技
を
行
い

ま
し
た
。
 

　
同
大
会
は
、
黒
潮
町
出
身
で
１
９
８

５
年
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
で
開
催
さ
れ
た

デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
卓
球
で
優
勝
し
た

曽
根
恵
子
さ
ん
が
、
獲
得
し
た
メ
ダ
ル

を
黒
潮
町
に
寄
贈
し
た
こ
と
を
き
っ
か

け
に
、
そ
の
功
績
を
称
え
よ
う
と
企
画

さ
れ
、
卓
球
を
通
し
て
の
交
流
や
手
話

の
普
及
な
ど
を
目
的
と
し
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
曽
根
さ
ん
は
「
上
を
目
指
し
て
努
力

す
れ
ば
世
界
で
活
躍
す
る
こ
と
も
夢
で

は
な
い
。
頑
張
っ
て
ほ
し
い
」
と
、
生

徒
た
ち
に
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

　
大
会
は
、
高
知
市
立
一
宮
中
学
校
が

男
女
と
も
に
優
勝
し
、
閉
会
式
で
は
曽

根
さ
ん
に
よ
る
手
話
教
室
が
開
か
れ
、

生
徒
た
ち
は

一
つ
一
つ
の

手
話
を
確
認

し
な
が
ら
熱

心
に
取
り
組

ん
で
い
ま
し

た
。

「
防
災
ま
ち
づ
く
り
大
賞
」で

佐
賀
中
学
校
が
総
務
大
臣
賞
を
受
賞

平
成
29
年
度「
土
砂
災
害
防
止
に
関

す
る
絵
画
・
作
文
」優
秀
賞
受
賞

専
修
大
学
硬
式
野
球
部
合
宿
歓
迎
式

曽
根
杯
卓
球
大
会
開
催

抱負を語る齋藤監督

生徒と交流をする曽根さん（右）

贈呈の様子

まちのできごとまちのできごとまちのできごと

優秀賞を受賞した村上陽花さん

第２２回防災まちづくり大賞表彰式

か

は
る
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３
月
３
日
（
土
）
、
大
方
あ
か
つ
き
館

に
て
「
第

２８
回
あ
か
つ
き
賞
」
の
表
彰

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
あ
か
つ
き
賞
は
、
旧
大
方
町
出
身
の

作
家
・
上
林
暁
の
素
晴
ら
し
い
作
品
や

業
績
を
世
に
知
ら
せ
、
町
の
教
育
文
化

の
発
展
を
願
っ
て
平
成
２
年
に
「
上
林

暁
顕
彰
会
」
が
結
成
さ
れ
、
町
内
の
小

中
学
生
の
作
文
を
対
象
に
「
あ
か
つ
き

賞
」
を
授
与
し
て
い
ま
す
。

　
町
内
小
中
学
校
の
応
募
作
品
か
ら
顕

彰
会
選
考
委
員
に
よ
っ
て
今
回
は
優
秀

作
品
７
点
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
同
会
の
宮
川
昭
男
会
長
は
、「
辛
い
日
々

で
も
文
学
を
貫
い
た
上
林
先
生
の
よ
う

に
、
豊
か
に
生
き
て
ほ
し
い
」
と
祝
辞

を
送
り
ま
し
た
。

　
受
賞
し
た
佐
賀
中
学
校
１
年
生
・
土

居
沙
也
加
さ
ん
は
、「
作
品
を
書
く
の

は
大
変
だ
っ
た
け
ど
、
賞
が
取
れ
て
嬉

し
か
っ
た
」
と
喜
び
を
語
り
ま
し
た
。

・
田
ノ
口
小
学
校 

１
年
生

森
岡
 

美
結
さ
ん

「
お
と
う
さ
ん
の
ふ
る
さ
と
に
き
て

よ
か
っ
た
」

・
田
ノ
口
小
学
校 

２
年
生

矢
野
　
明
珠
沙
さ
ん

「
手
じ
ゅ
つ
を
し
た
か
ら
気
づ
い
た
こ
と
」

・
南
郷
小
学
校 

３
年
生 大

林
　
優
太
く
ん

　
「
エ
ビ
取
り
」

・
田
ノ
口
小
学
校 
４
年
生

川
村
　
米
音
さ
ん

　
「
障
子
は
り
は
大
変
」

・
伊
与
喜
小
学
校 

５
年
生

桜
木
　
杏
奈
さ
ん

　
「
妹
が
産
ま
れ
た
」

・
田
ノ
口
小
学
校 

６
年
生

津
田
　
颯
斗
く
ん

　
「
楽
し
い
物
作
り
」

・
佐
賀
中
学
校 

１
年
生土

居
沙
也
加
さ
ん

　
「
吹
奏
楽
部
」

　
３
月
４
日
（
日
）
、
大
方
あ
か
つ
き
館

に
て

１８
回
目
と
な
る
「
に
が
お
え
・
イ

メ
ー
ジ
・
感
想
画
コ
ン
ク
ー
ル
」
入
賞

作
品
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
同
コ
ン
ク
ー
ル
は
町
内
の
就
学
前
園

児
・
小
中
学
生
が
、
読
書
か
ら
イ
メ
ー

ジ
を
膨
ら
ま
せ
て
描
い
た
作
品
の
中
か

ら
、
子
ど
も
ら
し
く
素
直
な
目
と
心
で

描
か
れ
た
作
品
に
賞
を
送
っ
て
い
ま
す
。

今
回
は
応
募
作
品
２
８
８
点
の
中
か
ら

３１
点
が
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

◆
入
賞
者

ク
ジ
ラ
賞

・
西
嶋
　
李
珠
（
小
学
生
以
下
）

・
松
本
　
晃
也
（
田
ノ
口
小
１
年
）

・
西
山
　
大
翔
（
伊
与
喜
小
２
年
）

・
竹
外
　
紗
良
（
入
野
小
３
年
）

・
吉
門
　
奏
太
（
伊
与
喜
小
４
年
）

・
高
岡
　
未
來
（
佐
賀
小
５
年
）

・
山
沖
　
桃
子
（
入
野
小
６
年
）

・
明
神
　
天
嶺
（
佐
賀
中
２
年
）

イ
ル
カ
賞

・
山
闢
　
駿
佑
（
小
学
生
以
下
）

・
高
橋
　
志
保
（
小
学
生
以
下
）

・
野
並
　
愛
里
（
三
浦
小
１
年
）

・
野
村
　
美
羽
（
三
浦
小
１
年
）

・
少
林
　
憧
子
（
入
野
小
１
年
）

・
清
水
　
優
菜
（
三
浦
小
２
年
）

・
ハ
ジ
ィ
フ
　
琉
馬
　
マ
ー
カ
ス

（
田
ノ
口
小
２
年
）

・
松
本
　
裕
也
（
田
ノ
口
小
２
年
）

・
吉
尾
　
友
里
（
三
浦
小
３
年
）

・
松
井
　
碧
羽
（
伊
与
喜
小
３
年

・
西
嶋
　
志
童
（
入
野
小
３
年
）

・
金
子
　
陽
菜
（
田
ノ
口
小
４
年
）

・
間
闢
　
亜
美
（
伊
与
喜
小
４
年
）

・
奥
野
　
健
太
郎
（
入
野
小
４
年
）

・
森
田
　
真
凛
（
伊
与
喜
小
５
年
）

・
大
谷
　
佳
愛
（
佐
賀
小
５
年
）

・
河
村
　
歩
采
乃
（
佐
賀
小
５
年
）

・
西
内
　
虹
（
入
野
小
６
年
）

・
矢
野
　
晴
（
佐
賀
小
６
年
）

・
田
村
　
優
和
（
佐
賀
小
６
年
）

・
大
野
　
愛
依
（
佐
賀
中
１
年
）

・
松
田
　
満
陽
琉
（
佐
賀
中
１
年
）

館
長
特
別
賞

・
田
上
　
 

倫
（
入
野
小
３
年
）

第
28
回
あ
か
つ
き
賞
表
彰
式

受賞者とその家族、関係者ら

受賞を喜ぶ児童ら

受
賞
者
・
受
賞
作
品

第
18
回
に
が
お
え
・
イ
メ
ー
ジ
・

感
想
画
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式
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感
謝

か
わ
い
い
新
１
年
生

　
高
校
時
代
を
振
り
返
る
と
、
良
い
思
い
出
し

か
残
っ
て
な
い
よ
う
に
感
じ
る
。
こ
の
学
校
の

お
か
げ
で
、
他
で
は
経
験
で
き
な
い
こ
と
を
た

く
さ
ん
経
験
で
き
た
。

　
ま
ず
１
つ
は
、
ス
ケ
ボ
ー
の
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
し
た
こ
と
だ
。
ポ
ス
タ
ー
作
り
や
協
賛
金
集

め
、
土
地
の
使
用
許
可
ま
で
全
て
自
分
た
ち
で

や
っ
た
。
自
分
の
行
動
力
を
生
か
し
、
成
功
さ

せ
る
こ
と
で
成
長
を
実
感
で
き
た
。

　
２
つ
目
は
「
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
世
界
サ
ミ
ッ
ト

ｉｎ
福
島
」
へ
の
参
加
だ
。
こ
ん
な
に
も
思
い
出

に
残
る
も
の
に
な
る
と
は
考
え
も
し
な
か
っ
た

が
、
今
も
東
北
へ
も
う
一
度
行
き
た
い
と
思
っ

て
い
る
。
避
難
所
の
開
設
、
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
、
ど
れ
も
大
変
だ
っ
た
け
ど
、
福

島
で
の
経
験
が
今
の
自
分
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

に
な
っ
て
い
る
。
出
会
っ
た
仲
間
に
負
け
ず
に

頑
張
ろ
う
と
思
え
る
。

　
「
こ
ん
な
濃
い
高
校
生
活
、
送
っ
た
奴
い
る

の
か
な
」
っ
て
思
う
ぐ
ら
い
、
楽
し
く
て
最
高

で
面
白
く
て
…
。
３
年
間
で

変
わ
れ
た
。
新
し
い
こ
と
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
の
が
楽
し

く
て
、
他
の
誰
よ
り
も
貴
重

な
経
験
を
し
、
多
く
を
学
ん

だ
。
僕
は
大
方
高
校
で
の
生

活
に
感
謝
し
て
い
る
。

　
　
　
（
大
方
高
校
　
３
年
　
安
倍
　
康
平
）

へ
い

こ
う

　
２
月
１９
日
（
月
）
に
、
新
１
年
生
の
体
験
入
学

が
あ
り
ま
し
た
。
私
た
ち
５
年
生
が
学
校
案
内

を
担
当
し
ま
し
た
。
私
が
担
当
し
た
子
は
「
し

お
ん
君
」
で
し
た
。

　
学
校
案
内
の
時
、
つ
な
い
だ
し
お
ん
君
の
そ

の
手
は
と
て
も
小
さ
く
、
ふ
わ
ふ
わ
し
て
い
ま

し
た
。
校
長
室
に
入
る
と
、
新
１
年
生
た
ち
は
、

笑
顔
で
ソ
フ
ァ
ー
に
座
っ
て
い
ま
し
た
。
緊
張

が
と
け
た
の
か
、
そ
こ
か
ら
ル
ン
ル
ン
気
分
で

校
内
を
歩
い
て
い
た
の
で
、
か
わ
い
か
っ
た
で

す
。

　
５
年
生
教
室
で
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
た
と
き

は
、
緊
張
し
て
カ
チ
コ
チ
状
態
に
な
っ
て
い
た

け
れ
ど
、
そ
れ
も
ま
た
か
わ
い
か
っ
た
で
す
。

得
意
な
こ
と
や
好
き
な
こ
と
を
教
え
て
く
れ
ま

し
た
。

　
４
月
に
新
１
年
生
が
南
郷
小
学
校
に
入
学
し

て
く
る
の
が
今
か
ら
楽
し
み
で
す
。

（
南
郷
小
学
校
　
５
年
　
岩
本
　
こ
こ
ろ
）

学
習
発
表
会

　
２
月
２３
日
（
金
）
に
、
学
習
発
表
会
が
あ
り
、

各
学
年
が
、
く
ふ
う
を
こ
ら
し
て
発
表
し
ま
し

た
。
１
番
は
、
２
・
３
年
生
で
し
た
。
黒
砂
糖

に
つ
い
て
の
発
表
で
、
黒
潮
町
で
は
す
ご
く
前

か
ら
黒
砂
糖
が
つ
く
ら
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。

１
年
生
は
「
歯
が
抜
け
た
ら
ど
う
す
る
の
」
の

発
表
で
す
。
国
の
ち
が
い
を
１
年
生
が
お
も
し

ろ
く
発
表
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
ぼ
く
た
ち
５
年
生
は
、「
み
ん
な
が
く
ら
し
や

す
い
黒
潮
町
に
」
と
い
う
題
で
、
お
年
寄
り
や

障
害
の
あ
る
人
た
ち
の
こ
と
や
人
権
学
習
、
防

災
学
習
の
こ
と
を
発
表
し
ま
し
た
。
ク
ラ
ス
の

み
ん
な
が
町
長
さ
ん
や
人
権
教
育
係
の
人
に
な

り
「
こ
ん
な
町
に
し
た
い
」
と
発
表
し
ま
し
た
。

緊
張
し
て
い
た
け
ど
、
大
き
な
声
で
ゆ
っ
く
り

と
言
い
ま
し
た
。

　
４
年
生
は
、
ラ
ッ
キ
ョ
ウ
づ
く
り
と
消
防
署

見
学
の
こ
と
で
し
た
。
ラ
ッ
キ
ョ
ウ
が
で
き
る

ま
で
の
仕
事
が
分
か
り
ま
し
た
。
最
後
は
６
年

生
の
英
語
劇
「
桃
太
郎
」

で
し
た
。
ぼ
く
も
英
語
を

覚
え
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
全
て
の
学
年
が
よ
い
発

表
で
お
も
し
ろ
か
っ
た
で

す
。
み
ん
な
が
楽
し
め
ま

し
た
。

　
（
田
ノ
口
小
学
校
　
５
年

福
留
　
吏
一
・
山
下
　
夏
輝
）

き

な
つ

い
ち

り

くろしお子どもニュースくろしお子どもニュースくろしお子どもニュースくろしお子どもニュースくろしお子どもニュース
町内児童・生徒が、身の回りのできごとなどをお伝えするコーナーです。

校長室の案内

体育館の案内

「こんな黒潮町にしたい」と発表

卒業証書授与式
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平
成
３０
年
度
当
初
予
算
は
黒
潮
町
当

初
予
算
編
成
基
本
方
針
お
よ
び
黒
潮
町

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略

に
基
づ
き
、「
各
次
産
業
従
事
者
の
所

得
向
上
の
取
り
組
み
へ
の
支
援
」「
ソ

フ
ト
面
を
中
心
と
し
た
防
災
対
策
の
充

実
」「
切
れ
目
の
な
い
子
育
て
支
援
」「
一

次
産
業
の
新
規
分
野
開
拓
へ
の
支
援
」

「
地
域
で
の
健
康
づ
く
り
と
健
康
寿
命

延
伸
の
取
り
組
み
」「
移
住
者
支
援
施

策
の
着
実
な
実
行
」「
地
域
と
と
も
に

生
き
る
力
を
は
ぐ
く
む
教
育
の
充
実
」

の
７
点
を
重
点
項
目
と
し
、
住
民
ニ
ー

ズ
に
的
確
に
対
応
で
き
る
よ
う
予
算
の

計
上
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
黒
潮
町
の
平
成
３０
年
度
一
般
会
計
当

初
予
算
は
、
前
年
度
比
６
・
９
％
（
７

億
２
０
０
０
万
円
）
減
の
９７
億
５
０
０

０
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
１１

個
の
特
別
会
計
を
加
え
て
重
複
分
を
除

い
た
純
合
計
は
１
３
１
億
６
４
０
３
万

４
千
円
で
７
・
５
％
（
１０
億
６
９
０
５

万
１
千
円
）
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
３０
年
度
当
初
予
算
は
４
年
ぶ
り

に
１
０
０
億
円
を
下
回
る
当
初
予
算
と

な
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
政
策
的
経
費

を
一
部
除
い
た
「
骨
格
予
算
」
と
な
っ

て
い
る
こ
と
や
、
前
年
度
の
公
債
費
負

担
軽
減
の
た
め
に
実
施
し
た
繰
上
償
還

に
と
も
な
う
公
債
費
の
減
や
、
庁
舎
建

設
事
業
費
減
に
と
も
な
う
費
用
の
減
な

ど
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
な
お
、
新
規
事
業
や
政
策
推
進
の
た

め
の
予
算
は
、
補
正
予
算
と
し
て
６
月

町
議
会
定
例
会
に
上
程
す
る
予
定
で
す
。

　
歳
入
は
、
町
税
８
億
２
４
０
８
万
８

千
円
（
前
年
度
比
０
・
２
％
減
）
な
ど
自

主
財
源
が
２５
億
３
７
７
６
万
３
千
円（
構

成
比
２６
・
０
％
）
、
地
方
交
付
税
３９
億

円
（
前
年
度
比
４
・
９
％
減
）
な
ど
、
依

存
財
源
は
７２
億
１
２
２
３
万
７
千
円（
構

成
比
７４
・
０
％
）
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　
町
債
は
１１
億
１
９
３
０
万
円
（
前
年

度
比
２
・
０
％
減
）
で
、
臨
時
財
政
対

策
債
（
赤
字
地
方
債
）
１
億
８
７
０
０
万

円
、
過
疎
対
策
事
業
債
４
億
７
６
６
０

万
円
、
旧
合
併
特
例
事
業
債
３
億
５
５

８
０
万
円
、
緊
急
防
災
・
減
災
事
業
債

９
２
９
０
万
円
な
ど
と
な
っ
て
お
り
、

平
成
３０
年
度
末
の
起
債
残
高
は
１
４
１

億
４
２
８
４
万
７
千
円
と
な
る
見
込
み

で
す
。

　
基
金
の
繰
入
額
は
財
政
調
整
基
金
や

特
目
基
金
な
ど
９
億
９４
万
７
千
円
（
前

年
度
比
２０
・
２
％
減
）
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
平
成
３０
年
度
末
の
財
政
調
整
基

金
残
高
は
４
億
８
７
２
６
万
９
千
円
の

見
込
み
で
す
。

　
歳
出
は
、
目
的
別
で
は
予
算
額
の
多

い
順
に
総
務
費
２２
億
８
３
０
８
万
７
千

円
（
前
年
度
比
０
・
１
％
減
）
、
民
生
費

２２
億
７
７
８
１
万
８
千
円
（
前
年
度
比

２３
・
０
％
減
）
、
公
債
費
１２
億
８
６
８

４
万
８
千
円
（
前
年
度
比
７
・
７
％
減
）

で
、
上
位
３
部
門
の
み
で
全
体
の
６０
・

０
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
性
質
別
で
は
、
義
務
的
経
費
が
人
件

費
１５
億
１
５
８
３
万
円（
前
年
度
比
２
・

１
％
増
）
、
公
債
費
１２
億
８
６
８
４
万

８
千
円
（
前
年
度
比
７
・
７
％
減
）
、
扶

助
費
５
億
９
８
０
０
万
円
（
前
年
度
比

０
・
４
％
減
）
な
ど
３４
億
６７
万
８
千
円

（
構
成
比
３４
・
９
％
）
を
計
画
し
、
投
資

的
経
費
は
普
通
建
設
事
業
１８
億
５
０
１

９
万
６
千
円
（
前
年
度
比
７
・
１
％
増
）

な
ど
１８
億
９
９
５
１
万
２
千
円
（
構
成

比
１９
・
５
％
）
を
予
算
計
上
し
て
い
ま

す
。

黒潮町の一般会計当初予算は

97億5,000万円です。
黒潮町の一般会計当初予算は

97億5,000万円です。
黒潮町の一般会計当初予算は

97億5,000万円です。
― 前年度比6.9％（7億2,000万円）の減額となりました ―

平成30年度当初予算は、政策的経費を基本的に含まない骨組みのみの「骨格予算」となっています。

新規事業や政策推進のための予算は、補正予算として6月の町議会定例会に上程する予定です。

2018（平成30）年度

一
般
会
計
の
概
要

歳
　
入

歳
　
出

平成30年度当初予算
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特
別
会
計
と
は
、
特
定
の
事
業
を
行

う
場
合
に
そ
の
経
費
を
明
確
に
す
る
た

め
に
一
般
会
計
と
区
分
し
て
設
け
ら
れ

た
会
計
で
す
。

　
黒
潮
町
で
は
、
一
般
会
計
と
重
複
す

る
給
与
等
集
中
処
理
特
別
会
計
を
除
い

て
１１
の
特
別
会
計
が
あ
り
ま
す
。

特
別
会
計

住 宅 新 築 資 金 331万1千円

宮 川 奨 学 資 金 1,840万2千円

情 報 セ ン タ ー 2億7,441万5千円

国 民 健 康 保 険 19億2,422万8千円

介 護 保 険 16億5,873万5千円

介 護 サ ー ビ ス 1,728万3千円

農 業 集 落 排 水 3,752万1千円

漁 業 集 落 排 水 536万3千円

後 期 高 齢 者 医 療 2億104万7千円

水 道 事 業 2億6,843万2千円

国 民 健 康 保 険 直 診 8,506万円

◆ 各次産業従事者の所得向上の取り組みへの支援

　園芸用ハウス整備事業補助金� 3,056万6千円

　新規就農者支援事業� 2,329万円

　新規就農推進事業� 867万5千円

　庭先集荷事業� 506万円

　佐賀漁港活餌事業補助金� 1,000万円

　新規漁業就業者支援事業補助金� 506万8千円

　カツオ水揚げ促進事業補助金� 300万円

　緑の雇用補助金� 92万円

　原木増産推進事業費補助金� 10万円

◆ ソフト面を中心とした防災対策の充実　

　木造住宅耐震事業� 2億3,928万9千円

　避難所環境整備事業� 400万円

　地区防災計画作成共同研究事業� 381万5千円

　家具転倒防止対策補助金� 50万円

　消防防災に係る土砂災害対策支援事業�533万6千円

　AED設置事業� 120万円

　災害対策本部備品設置事業� 100万円

　告知端末整備事業� 728万円

◆ 切れ目のない子育て支援　

　在宅子育て応援事業補助金� 2,492万円

　小中医療費無料化事業� 1,674万円

　乳幼児医療費補助金� 1,193万3千円

　子どもの見守り体制推進事業� 216万9千円

　妊産婦等訪問支援事業� 8万円

平成30年度　7つの重点項目事業

特
 
別
 
会
 
計

平成30年度当初予算

◆ 一次産業の新規分野開拓への支援

　

◆ 地域での健康づくりと健康寿命延伸の取り組み

　あったかふれあいセンター事業委託� 4,800万円

　集落活動センター整備事業� 1,509万9千円

　黒潮町シルバー人材センター補助金� 550万円

　シーサイドはだしマラソン� 443万2千円

◆ 移住者支援施策の着実な実行

　定住促進住宅整備事業� 1億3,800万円

　地域おこし協力隊� 3,474万5千円

　出会いの場創出事業� 45万5千円

　住宅改修促進事業補助金� 1,500万円

◆ 地域とともに生きる力をはぐくむ教育の充実

　入野小学校校舎改修事業� 1億2,544万4千円

　特色ある教育事業� 2,731万6千円

　学校支援員配置事業（小・中学校）�1,897万9千円

　スクールソーシャルワーカー活用事業�380万4千円

　防災教育推進事業� 222万5千円

　放課後子ども教室推進事業� 1,445万4千円

6月補正予算にて上程予定
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平成30年度一般会計当初予算の内訳

歳　　入 歳出（性質別）

歳出（目的別）
特定財源・一般財源の別

一般財源

51.4%

50億1,448万8千円

特定財源

48.6%

47億3,551万2千円

依存財源・自主財源の別

依存財源

74.0%

72億1,223万7千円

自主財源

26.0%

25億3,776万3千円

衛生費　5.7%

5億5,284万1千円

農林水産業費

4.9%

4億8,062万6千円

消防費　10.1%

9億8,214万2千円

土木費　9.1%

8億9,150万6千円

教育費　6.6%

6億4,258万5千円

土木費　9.1%

8億9,150万6千円

教育費　6.6%

6億4,258万5千円

公債費　13.2%

12億8,684万8千円 民生費　23.4%

22億7,781万8千円

その他　3.6%

3億5,254万7千円

総務費　23.4%

22億8,308万7千円

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000
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4,000
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8,000

10,000

［百万円］ ［百万円］

平成30年度当初予算

その他　4.3%

4億1,887万4千円

分担金・負担金

0.2%

1,856万3千円

使用料・手数料

3.8%

3億7,406万6千円

譲与税・交付金

3.0%

2億9,040万円

地方交付税　40.0%

39億円

国庫支出金　9.8%

9億5,742万円

県支出金　9.7%

9億4,511万7千円

繰入金　9.3%

9億217万2千円

町債　11.5%

11億1,930万円

町税　8.5%

8億2,408万8千円

地方交付税　40.0%

39億円

国庫支出金　9.8%

9億5,742万円

県支出金　9.7%

9億4,511万7千円

繰入金　9.3%

9億217万2千円

町債　11.5%

11億1,930万円

町税　8.5%

8億2,408万8千円

その他　5.2%

7億6,184万円

災害復旧事業

0.5%

4,931万6千円

人件費　15.5%

15億1,583万円

公債費　13.2%

12億8,684万8千円

普通建設事業　19.0%

18億5,019万6千円

物件費　15.9%

15億4,624万5千円

補助費等　13.9%

13億5,920万円

繰出金　10.6%

10億3,550万7千円

人件費　15.5%

15億1,583万円

公債費　13.2%

12億8,684万8千円

普通建設事業　19.0%

18億5,019万6千円

物件費　15.9%

15億4,624万5千円

補助費等　13.9%

13億5,920万円

繰出金　10.6%

10億3,550万7千円

扶助費　6.1%

5億9,800万円
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○お問い合わせ　本庁 総務課 財務係　蕁43－2112

当初予算÷人口＝町民1人あたり…　

856,014円

平成30年度当初予算

町
民
一
人
あ
た
り
の

　
　
　
予
算
の
使
い
道

庁舎の維持管理、財政、地籍

調査、選挙、人事、企画、税

や戸籍に関する事務など、全

般的な事務。

総　務　費

200,447円

農林漁業の推進や、新規就農

者・漁業者推進にかかる経費

です。ほかにも農道整備、漁

港整備に使われています。

農林水産業費

42,197円

消防設備・消防団にかかる防

災経費や、災害対策にかかる

経費です。

消　防　費

86,228円

議会の運営経費や、災害復旧

費にかかる経費などです。

そ　の　他

17,137円

し尿処理などの環境保全、健

康増進への取組、予防接種な

どの疾病予防にかかる経費で

す。

衛　生　費

48,537円

道路・河川・橋の整備や点検

など、地域のインフラ整備に

かかる経費です。

土　木　費

78,271円

町が借りたお金を支払うため

に使われる経費です。

公　債　費

112,981円

高齢者や体に不自由がある人

に対して、福祉の充実に使わ

れる経費です。また、子育て

支援などにも使

われます。

民　生　費

199,984円

観光やスポーツツーリズムの

推進、地域の商工業推進にか

かる経費です。

商　工　費

13,815円

小中学校の運営や、人権教育

の推進、生涯学習活動にかか

る経費です。

教　育　費

56,417円

平成30年度当初予算のうち、一般会計に

おいて町民一人当たりに使われるお金は

次のようになります。

※平成29年12月31日現在の人口で算出

（11,390人）
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健
康
カ
レ
ン
ダ
ー

4
月
中
旬
か
ら
5
月
中
旬
ま
で
の
健
康
に
関
す
る
行
事
予
定
で
す
。

変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
担
当
係
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
本
庁 

健
康
福
祉
課 

保
健
衛
生
係
　
　
　
　
蕁

4
3
―
2
8
3
6

　
佐
賀
支
所 

地
域
住
民
課 

保
健
セ
ン
タ
ー
　
蕁

5
5
―
7
3
7
3

佐賀地域

4月 場　　　所 時　　　間内　　　容

23日（月） 佐賀保育所 10：00～11：00愛 育 相 談

27日（金） 総合センター 10：00～13：00佐 賀 ふ れ あ い サ ロ ン

5月 場　　　所 時　　　間内　　　容

8日（火） 馬地集会所 9：30～11：00馬 地 ふ れ あ い サ ロ ン

大方地域

4月 場　　　所 時　　　間内　　　容

小川集落センター 10：00～12：00小 川 ふ れ あ い サ ロ ン

19日（木） 浮津集落センター 9：30～12：00浮 津 ふ れ あ い サ ロ ン

20日（金） 芝集会所 10：00～12：00芝 ふ れ あ い サ ロ ン

23日（月） 鞭集会所 10：00～12：00鞭 ふ れ あ い サ ロ ン

16日（月）

地域子育て支援センター
（大方中央保育所内）

9：30～10：30
（受付時間）

愛 育 相 談

5月 場　　　所 時　　　間内　　　容

7日（月） 奥湊川老人憩の家 10：00～11：00奥 湊 川 健 康 相 談

8日（火） 錦野集会所 10：00～12：00錦 野 ふ れ あ い サ ロ ン

10日（木） 上川口浦集会所 10：30～13：00上川口浦ふれあいサロン

11日（金） 王迎集会所 9：30～12：00王 迎 ふ れ あ い サ ロ ン

14日（月） 伊田浦老人憩の家 9：30～12：00伊 田 ふ れ あ い サ ロ ン

15日（火） 大方橘川集会所 9：30～10：30大 方 橘 川 健 康 相 談

13日（日） 8：00～09：00
（受付時間）

胃 が ん 検 診

くじら保育所
大腸がん検診（容器配布）

2日（水） 保健福祉センター 13：00～13：30
（受付時間）

３ 歳 児 健 診

7：30～09：50
（受付時間）

肺 が ん 検 診

 8：30～09：30
（受付時間）

特 定 健 診
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日 土月 火 水 木 金

1 72 3 4 5 6
午前 日 土外来診療 年始休み 外来診療 外来診療（池田先生）外来診療（矢野先生）

午後 日 土外来診療
外来診療外来診療（池田先生） 外来診療（矢野先生）

8 149 10 11 12 13
午前 日 土外来診療 時30分まで） 外来診療（池田先生）外来診療（矢野先生）

外来診療（矢野先生）

外来診療（矢野先生）

午後 日 土外来診療（幡多医師会）
12：30～14：00（受付13：50まで）

外来診療（幡多医師会）
12：30～14：00（受付13：50まで）

外来診療（幡多医師会）
12：30～14：00（受付13：50まで）

外来診療（池田先生） 外来診療

15 2116 17 18 19 20
午前 建国記念日 土外来診療 外来診療（澤田先生）外来診療（11：00まで）外来診療（池田先生）

午後 日 土
外来診療（池田先生） 外来診療 外来診療（矢野先生）

282322 24 25 26 27
午前 土外来診療 外来診療（澤田先生） 外来診療 外来診療（池田先生）外来診療（矢野先生）

午後 日 土外来診療（幡多医師会）
12：30～14：00（受付13：50まで）

外来診療（池田先生） 外来診療（矢野先生）
外来診療

外来診療（澤田先生）
（伊与喜出張診療所）
14：30～16：00

外来診療（澤田先生）11：30まで

外来診療（澤田先生）
（鈴出張診療所）
14：30～16：00

外来診療（澤田先生）
（伊与喜出張診療所）
14：30～16：00

外来診療（澤田先生）
（伊与喜出張診療所）
14：30～16：00

外来診療（澤田先生）
（伊与喜出張診療所）
10：30～11：30

313029 27 28 29 30
午前 土外来診療 外来診療（澤田先生） 外来診療 外来診療（池田先生）外来診療（矢野先生）

午後 日 土外来診療（幡多医師会）
12：30～14：00（受付13：50まで）

外来診療
外来診療（矢野先生）

【診療時間】午前9時30分～正午、午後2時～5時（記載がある場合はその時間まで）■拳ノ川診療所　4月の診療予定

【お問い合わせ】拳ノ川診療所　蕁55－7111

※当診療所は予約制となっています。初診の方や予約のない方はあらかじめ電話連絡をお願いします。当日の予約受付もできます

　ので、どうぞご利用ください。　　　　　�    

※医師の都合により、診療日および診療時間が変更になる場合がありますので、あらかじめご了承ください。�    

※月曜日のみ診療時間が午後12時30分～2時（受付は午後1時50分まで）となっていますのでご注意ください。

※火曜日・水曜日・金曜日は、高知医療センター内科医師が診療しています。

月日（曜） 四万十市

木俵病院 蕁34－1211

中村病院 蕁34－3177

中村クリニック 蕁34－5100

宿毛市　（0880）

田村内科クリニック 蕁63－1668

筒井病院 蕁66－0013

奥谷整形外科 蕁63－1202

四万十町　（0880）

くぼかわ病院 蕁22－1111

4/22（日）

29（日）

30（月）

さくらクリニック 蕁35－2555 大井田病院 蕁63－21015/3（木）

幡多病院 蕁34－6211 聖ヶ丘病院 蕁63－21465（土）

四万十市立市民病院 蕁34－2126 清谷医院 蕁63－23026（日）

正木整形外科 蕁34－5252 筒井病院 蕁66－001313（日）

森下病院 蕁34－2030 幡多けんみん病院 蕁66－22224（金）

■当直医療機関

※当直医は、変更になる場合がありますので、あらかじめ確認してから受診してください。

外来診療（池田先生）
外来診療（澤田先生）
（鈴出張診療所）
14：30～16：00

成人の日

振替休日

昭和の日
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国保会計国保会計国保会計み
んなで

さ
さ
え
る

○お問い合わせ　本　　庁 住民課 国保係　　　　　　　蕁43－2800

　　　　　　　　佐賀支所 地域住民課 総合窓口第2係　蕁55－3112

～ 平成30年度の特定健康診査（特定健診）について ～
　黒潮町国民健康保険では、特定健康診査について、地域ごとの集団健診と医療機関などで

受診する個別健診（人間ドックを含む）で実施します（以下、特定健診）。特定健診の受診には『受

診券』が必要になりますので、「集団健診」の実施日に合わせて対象地域ごとに発送します。か

かりつけの医療機関や人間ドックなどで「個別健診」により受診される場合も、『受診券』が必要

ですので、国保係までご連絡ください。

※人間ドックでは、特定健診の受診券を提示することで、検査項目の一部を特定健診におき

かえることができ、費用が低く抑えられる場合があります。

●対象者
40歳から74歳の黒潮町国保に加入している方

（妊産婦・長期入院などの場合を除く）

●受診できる期間
平成30年4月1日～平成31年3月31日まで

●受診できる場所

集団健診：5月から各地域で順次実施します。（健康カレンダーでご確認下さい）

個別健診：かかりつけの医療機関、または「人間ドック」で受診できます。

　　　　　すべての医療機関で特定健診が受診可能ではありません。詳細は医療機関また

　　　　　は国保係までお問い合わせください。

●受診に必要なもの
①保険証　　②受診券　　③問診票　

　

●料金　無料（人間ドックの差額分は自己負担）
※ただし、年度中に2回以上受診した場合は、個人負担金（実費）の支払いとなりますので

ご注意ください。

　生活習慣病（糖尿病・高血圧症・脂質異常症など）の発症・重症化を予防することを目的

とした特定健康診査・特定保健指導を実施しています。

　生活習慣病によるリスクに内臓脂肪型肥満が加わった状態（メタボリックシンドローム）

が長く続くと、動脈硬化が進行し、やがて脳卒中や心筋梗塞などの致命的な病気になる可

能性が大幅に増えるといわれています。

～ 自分の健康状態を知るためにも年に1回の特定健診を毎年受診しましょう ～

≪特定健康診査・特定保健指導を受けましょう≫

集団健診

町内各地域

個別健診

医療機関 人間ドック実施機関または
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ネットワークサービス月額使用料の口座振替年間予定光光光光
　口座振替日は、利用された月の末日（但し

12月は25日）が基本です。※指定日に引落

ができなかった場合は、個別に通知したう

えで、基本的に翌月15日に再引落をします。

※末日が土曜、日曜、祝日および国民の休

日に当たるときは、その日以降の直近の平

日になります。

○お問い合わせ　本庁 情報防災課 情報推進係　蕁43－2188

引落日 引落日

H30年4月分 �5/1（火） 10月分 10/31（水）

5月分 5/31（木） 11月分 11/30（金）

6月分 7/2（月） 12月分 12/25（火）

7月分 7/31（火） H31年1月分 1/31（木）

8月分 8/31（金） 02月分 2/28（木）

9月分 10/1（月） 03月分 4/1（月）

　黒潮町国民健康保険では、平成30年度から20～30歳代の国保加入者を対象に「若者健康診

査」を実施します（以下、若者健診）。

　若者健診は、生活習慣病予防を目的とした特定健診と同じ内容の健診で、国保に加入して

いる方なら受診できます。

　生活習慣病は自覚症状がありません。若い世代から自分の体の状態を知っておくことが健

康維持につながります。年に1回の健診を受診しましょう。

●対象者　20歳以上39歳以下で、黒潮町国保に加入している方

※平成30年度内に40歳になる方は、特定健診の対象となります。

●受診できる期間　平成30年5月1日～平成31年3月31日まで

●受診できる場所　・集団健診　5月～10月に各地域で実施する特定健診の会場

　　（詳しくはP10 健康カレンダーでご確認ください）

　・個別健診　拳ノ川診療所　※電話で事前予約が必要です。蕁55－7111

●受診に必要なもの　①国保の保険証　　②受診券　　③問診票

　※②と③は、お住まいの地区の集団健診の実施日に合わせて送ります。

●健診内容　身体測定（身長・体重など）、血圧測定、尿検査、血液検査、問診、診察

●料金　無料

※ただし、年度中に2回以上受診した場合は、個人負担金（実費）の支払いとなり

ますのでご注意ください。

　    ○お問い合わせ　　本　　庁 住民課 国保係　　　　　　蕁43－2800

　    　　　　　　　　　　　　　 健康福祉課 保健衛生係　　蕁43－2836

　    　　　　　　　　　佐賀支所 地域住民課 保健センター　蕁55－7373

～「若者健康診査」がはじまります～～「若者健康診査」がはじまります～～「若者健康診査」がはじまります～
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在宅介護手当についてイド介護保険介護保険介護保険 ガ

【お問い合わせ】本庁  健康福祉課  介護保険係　蕁43－2116

◆ ◆  在 宅 介 護 手 当 に つ い て  ◆ ◆

期　　　別

前　期

後　期

申　請　月

10月

支　給　月

12月

03～4月 05月

期　　　間

4月分から9月分まで

10月分から3月分まで

介護保険広報シリーズ 144

● 在宅介護手当とは

　家庭において、寝たきりの高齢者などを介護している方に対して支給する手当です。

　介護者を激励しその労に報いるとともに、町民の福祉増進に寄与することを目的としています。

● 対象者

　黒潮町に住所があり、次のいずれかに該当する方を、在宅において常時介護している方。

　①介護保険法により要介護4または5の認定を受けた方

　②寝たきりの高齢者で、その状態が3カ月以上継続している方

　③障害児福祉手当および特別障害者手当の支給に関する省令第15条の規定に基づく認定を得

ている方で、寝たきりの方

　④認知症高齢者については、医師が認知症と認める方で「認知症高齢者の日常生活自立度判定

基準」によるランクⅢ以上に相当し、その状態が3カ月以上継続している方

　※②・③については「障害高齢者の日常生活自立度判定基準（寝たきり度）」ランクBまたはC

に該当する方です。

● 手当の額 　　

　・被介護者1人につき月額1万円とします。また、入院や施設入所（短期入所含む）などによ

り、在宅介護をした日数がひと月のうち5割以上の場合、その月は支給の対象になります。

　・被介護者が亡くなられた場合、その月のうち1日でも在宅介護の事実が確認出来た時は支給

の対象になります。

　・福祉用具購入費および住宅改修費に対する給付を除く介護給付費の総額が10万円未満の月

については、1万円を増額します。（平成30年4月1日改正）

● 手続きの流れ（はじめに受給資格の認定申請、次に支給の申請が必要です）　　

　①在宅介護手当受給資格認定申請書の提出

支給を受けるためには、まず認定申請が必要です。申請に基づき、

認定または却下の通知をします。

　②在宅介護手当支給申請書の提出

認定された方へ、申請月（下記参照、年2回）に、黒潮町から申請書

をお送りします。

実際に介護をした期間を記入し、提出してください。

● 支給申請・支給月について　

介護保険料は大切な財源です。安心で便利な口座振替を利用して納付期限までにお納めください。
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健

知

袋

康

恵

う
つ
病
に
つ
い
て

◆
う
つ
病
と
は

　
脳
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
欠
乏
し
た
状
態

で
あ
り
、
憂
う
つ
な
気
分
や
意
欲
（
食

欲
、
睡
眠
欲
な
ど
）
の
低
下
と
い
っ
た

心
理
的
症
状
が
続
く
だ
け
で
な
く
、
さ

ま
ざ
ま
な
身
体
的
症
状
を
と
も
な
う
こ

と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
つ
ま
り
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
欠
乏
に
よ
り
、
脳
と
い

う
シ
ス
テ
ム
全
体
の
ト
ラ
ブ
ル
が
生
じ

て
し
ま
っ
て
い
る
状
態
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

◆
う
つ
病
の
要
因

　
研
究
に
よ
っ
て
わ
か
っ
て
い
る
こ
と

は
「
う
つ
病
を
引
き
起
こ
す
原
因
は
ひ

と
つ
で
は
な
い
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

非
常
に
つ
ら
い
出
来
事
が
発
症
の
き
っ

か
け
と
な
っ
た
り
、
そ
れ
以
前
に
い
く

つ
か
の
こ
と
が
重
な
っ
た
り
、
生
活
の

中
で
起
こ
る
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
複
雑

に
結
び
つ
い
て
発
症
し
て
し
ま
う
の
で

す
。

　
最
も
き
っ
か
け
と
な
り
や
す
い
「
環

境
要
因
」
は
次
の
よ
う
な
こ
と
が
挙
げ

ら
れ
ま
す
。

・
大
切
な
人
（
家
族
や
親
し
い
人
）
の
死

や
離
別

・
大
切
な
も
の
（
仕
事
・
財
産
・
健
康

な
ど
）
を
失
う

・
人
間
関
係
の
ト
ラ
ブ
ル

・
職
場
や
家
庭
で
の
役
割
の
変
化

　（
昇
格
・
降
格
・
結
婚
・
妊
娠
な
ど
）

　
ま
た
、「
環
境
要
因
」
だ
け
で
な
く
、

仕
事
熱
心
、
几
帳
面
、
義
務
感
が
強
い

な
ど
「
性
格
的
要
因
」
や
「
慢
性
的
な
身

体
疾
患
」
も
発
症
要
因
の
ひ
と
つ
と
な

っ
て
い
ま
す
。

◆
う
つ
病
の
主
な
症
状

心
の
不
調

・
憂
う
つ
な
気
分
（
悲
し
い
、
涙
が
で

る
、
イ
ラ
イ
ラ
す
る
）

・
興
味
・
関
心
が
も
て
な
く
な
る

・
自
分
を
責
め
て
し
ま
う

・
思
考
力
・
集
中
力
・
記
憶
力
の
低
下

・
死
に
つ
い
て
考
え
る

身
体
の
不
調

・
眠
れ
な
い
、
早
く
に
目
が
覚
め
る

・
食
欲
が
わ
か
な
い
、
体
重
が
減
る

・
身
体
が
動
き
に
く
い
、
落
ち
着
か
な

い
、
疲
れ
や
す
い

・
頭
痛
、
胃
痛
、
下
痢
ま
た
は
便
秘
、

肩
こ
り
な
ど

◆
う
つ
に
な
ら
な
い
日
常
生
活
の
ヒ
ン

ト
〜
心
と
か
ら
だ
に
休
養
を
〜

　
「
疲
れ
や
す
い
」「
意
欲
が
わ
か
な
い
」

な
ど
い
つ
も
と
違
う
自
分
に
気
が
つ
い

た
ら
、
思
い
切
っ
て
ペ
ー
ス
ダ
ウ
ン
し

て
自
分
を
ゆ
っ
く
り
休
ま
せ
て
あ
げ
ま

し
ょ
う
。
ま
ず
は
心
と
身
体
の
疲
れ
を

癒
す
こ
と
。
く
れ
ぐ
れ
も
「
頑
張
ら
な

い
」
こ
と
が
大
切
で
す
。

・
つ
ら
い
気
持
ち
を
家
族
や
信
頼
で
き

る
友
人
な
ど
に
話
し
て
み
る

・
家
事
や
仕
事
な
ど
自
分
の
負
担
を
軽

く
す
る

・
生
活
リ
ズ
ム
を
整
え
る

・
十
分
に
休
養
を
と
る

・
重
要
な
決
定
は
し
な
い
（
心
の
健
康

状
態
が
悪
い
と
き
は
、
適
切
な
判
断

が
難
し
い
状
態
で
す
。
引
越
し
や
契

約
な
ど
の
決
定
は
先
延
ば
し
に
し
ま

し
ょ
う
）

◆
身
近
な
人
が
う
つ
に
な
っ
た
と
き

と
っ
て
ほ
し
い
態
度

・
聞
き
役
に
徹
し
、
安
心
感
を
与
え
る

・
相
手
の
気
持
ち
を
理
解
し
、
受
け
入

れ
る

・
共
感
し
一
緒
に
考
え
る
姿
勢
を
示
す

・
相
談
内
容
を
他
人
に
も
ら
さ
な
い

・
医
療
機
関
な
ど
へ
付
き
添
う

と
っ
て
は
い
け
な
い
態
度

・
話
を
途
中
で
さ
え
ぎ
る

・
批
判
や
評
価
を
す
る

・
励
ま
し
た
り
、
叱
っ
た
り
す
る

・
他
の
人
に
勝
手
に
相
談
す
る

・
無
理
に
気
晴
ら
し
や
旅
行
に
誘
う

◆
「
う
つ
病
か
も
し
れ
な
い
」
と
感
じ

た
ら

　
う
つ
は
時
間
と
と
も
に
自
然
に
治
る

と
か
、
自
分
で
な
ん
と
か
で
き
る
病
気

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
必
ず
医
療
機
関
の

受
診
が
必
要
で
す
。
医
師
の
指
示
の
も

と
、
薬
物
療
法
と
十
分
な
休
養
、
専
門

家
に
よ
る
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
な
ど
を
受

け
る
こ
と
に
よ
っ
て
う
つ
は
良
く
な
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
苦
し
い
心
を
ひ

と
り
で
抱
え
込
ま
ず
、
お
か
し
い
な
と

思
っ
た
ら
医
療
機
関
な
ど
に
相
談
し
ま

し
ょ
う
。

 
保
健
師
に
よ
る
相
談
窓
口
も
あ
り
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
本
庁 

健
康
福
祉
課 

保
健
衛
生
係

　
　
蕁

４
３
―
２
８
３
６

　
佐
賀
支
所 

地
域
住
民
課 

保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
蕁

５
５
―
７
３
７
３
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役場からのお知らせ役場からのお知らせ

　
学
生
納
付
特
例
申
請
手
続
は
以
前
申

請
さ
れ
て
い
る
方
も
、
毎
年
４
月
に
は

再
度
申
請
手
続
が
必
要
で
す
。

　　
日
本
国
内
に
住
む
す
べ
て
の
方
は
、

２０
歳
に
な
っ
た
と
き
か
ら
国
民
年
金
の

被
保
険
者
と
な
り
、
保
険
料
の
納
付
が

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

学
生
の
方
は
一
般
的
に
所
得
が
少
な
い

た
め
、
本
人
の
所
得
が
一
定
額
以
下
の

場
合
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
猶

予
さ
れ
る
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
が

あ
り
ま
す
。

　
対
象
と
な
る
方
は
、
学
校
教
育
法
に

規
定
す
る
大
学（
大
学
院
）、
短
期
大
学
、

高
等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、
専
修
学

校
お
よ
び
各
種
学
校
（
修
業
年
限
１
年

以
上
で
あ
る
課
程
）
に
在
学
す
る
学
生

な
ど
で
、
本
人
の
前
年
所
得
が
次
の
計

算
式
で
計
算
し
た
額
以
下
で
あ
る
場
合

に
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
「
１
１
８
万
円
＋
（
扶
養
親
族
な
ど

の
数
×

３８
万
円
）
＋
社
会
保
険
料
控
除

な
ど
」

　
申
請
者
本
人
の
み
の
所
得
を
み
る
た

め
、
本
人
以
外
の
家
族
の
所
得
は
問
い

ま
せ
ん
。

　
学
生
納
付
特
例
の
承
認
を
受
け
た
期

間
は
、
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
資
格
期

間
に
含
ま
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
老
齢
基

礎
年
金
の
年
金
額
の
計
算
対
象
と
な
る

期
間
に
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

　
な
お
、
学
生
納
付
特
例
制
度
の
承
認

を
受
け
て
い
れ
ば
、
そ
の
期
間
は
、
保

険
料
納
付
済
期
間
と
同
様
に
障
害
基
礎

年
金
の
支
給
要
件
と
な
る
対
象
期
間
に

含
ま
れ
ま
す
。

◆
申
請
書
の
提
出
先

・
役
場
年
金
担
当

・
年
金
事
務
所

・
在
学
す
る
大
学
な
ど
※

※
在
学
す
る
大
学
な
ど
が
学
生
納
付
特

例
事
務
法
人
の
指
定
を
受
け
て
い
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

◆
申
請
に
必
要
な
添
付
資
料

・
年
金
手
帳

・
学
生
な
ど
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る

書
類
（
在
学
期
間
が
分
か
る
在
学
証

明
書
、
学
生
証
な
ど
の
写
し
。
裏
面

に
有
効
期
限
、
学
年
、
入
学
年
月
日

の
記
載
が
あ
る
場
合
は
裏
面
も
含
む
。
）

・
前
年
所
得
の
状
況
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
が
で
き
る
書
類
（
住
所
地
で
確

認
で
き
る
場
合
は
不
要
）

・
退
職
（
失
業
）
し
た
人
が
申
請
を
行
う

場
合
は
、
退
職
（
失
業
）
し
た
こ
と
を

確
認
で
き
る
書
類
（
雇
用
保
険
受
給

者
証
、
雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職
票

な
ど
の
写
し
）

※
申
請
が
遅
れ
る
と
、
申
請
日
前
に
生

じ
た
不
慮
の
事
故
や
病
気
に
よ
る
障

害
に
つ
い
て
、
障
害
基
礎
年
金
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
も
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
学
生
納
付
特
例
の
承
認
期
間
は
４
月

か
ら
翌
年
３
月
ま
で
と
な
り
ま
す
。

　
平
成

２９
年
度
に
学
生
納
付
特
例
の
承

認
を
受
け
、
平
成

３０
年
度
も
在
学
予
定

で
あ
る
方
に
は
、
学
生
納
付
特
例
申
請

書
（
ハ
ガ
キ
）
が
送
付
さ
れ
ま
す
。
必
要

事
項
を
記
入
し
て
返
送
す
る
こ
と
に
よ

り
、
平
成

３０
年
度
の
学
生
納
付
特
例
を

申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
場

合
、
学
生
な
ど
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す

る
書
類
の
添
付
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　
た
だ
し
、
在
学
し
て
い
る
学
校
な
ど

に
変
更
が
あ
る
方
に
つ
い
て
は
、
こ
の

ハ
ガ
キ
で
申
請
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
の
で
、
役
場
ま
た
は
年
金
事
務
所
で

手
続
を
行
っ
て
下
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
本
庁 

住
民
課 

住
基
戸
籍
係

　
　
　
　
　
　
　
蕁

４
３
―
２
８
０
０

　
佐
賀
支
所 

地
域
住
民
課

　
総
合
窓
口
第
２
係蕁

５
５
―
３
７
０
１

　
日
本
年
金
機
構 

幡
多
年
金
事
務
所

蕁

３
４
―
１
６
１
６

ね
ん
き
ん
コ
ー
ナ
ー

ね
ん
き
ん
コ
ー
ナ
ー

ね
ん
き
ん
コ
ー
ナ
ー

ね
ん
き
ん
コ
ー
ナ
ー

学
生
納
付
特
例
申
請
手
続
に
つ
い
て
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〜
南
海
ト
ラ
フ
地
震
な
ど
あ
ら
ゆ
る
災
害
へ
の
備
え
〜

〜
南
海
ト
ラ
フ
地
震
な
ど
あ
ら
ゆ
る
災
害
へ
の
備
え
〜

備
え
て
安
心

備
え
て
安
心

備
え
て
安
心

備
え
て
安
心

　
東
日
本
大
震
災
か
ら
７
年
が
過
ぎ
ま

し
た
。
そ
う
遠
く
な
い
未
来
に
起
こ
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
る
南
海
ト
ラ
フ

地
震
に
つ
い
て
、
今
一
度
、
そ
の
歴
史

を
確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
上
記
の
と
お
り
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震

は
過
去
に
何
度
も
起
き
て
い
る
災
害
で

す
。
多
少
の
幅
は
あ
り
ま
す
が
１
０
０

〜
１
５
０
年
周
期
で
起
き
る
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
記
述
か
ら
わ
か
る
限

り
で
は
、
津
波
が
来
襲
し
、
被
害
も
出

て
い
ま
す
。

　
過
去
の
経
験
を
活
か
し
、
同
じ
よ
う

な
被
害
を
受
け
な
い
た
め
に
準
備
を
行

う
と
と
も
に
、
地
震
災
害
を
防
ぐ
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
が
、
被
害
を
減
ら
す
「
減

災
」
に
努
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
黒
潮
町
で
は
、
今
年
度
も
木
造
住
宅

耐
震
に
か
か
る
補
助
事
業
、
家
具
転
倒

防
止
対
策
お
よ
び
危
険
な
ブ
ロ
ッ
ク
塀

撤
去
な
ど
に
か
か
る
補
助
事
業
、
避
難

道
や
避
難
場
所
の
整
備
、
地
区
防
災
計

画
お
よ
び
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
な

ど
の
作
成
支
援
、
自
主
防
災
組
織
へ
の

資
機
材
整
備
補
助
事
業
な
ど
、
関
係
機

関
と
連
携
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
対
策
を
継

続
し
て
い
き
ま
す
。

　
黒
潮
消
防
署
で
は
、
町
内
の
小
学
校

４
〜
６
年
生
を
対
象
に
「
防
火
防
災
標

語
」
を
募
集
し
、
今
回
は
２
１
６
通
の

作
品
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
３
月
７
日
（
水
）
に
表
彰
式
が
行
わ
れ
、

第
２４
回
の
最
優
秀
作
品
は
、
田
ノ
口
小

学
校
６
年
生
・
田
邉
こ
こ
ろ
さ
ん
の
「
助

け
合
い 

み
ん
な
で
つ
く
る 

地
域
の
輪
」

に
決
定
し
ま
し
た
。

　
こ
の
防
火
防
災
標
語
は
、
黒
潮
消
防

署
前
に
１
年
間
掲
げ
、
防
火
・
防
災
の

啓
発
に
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

防
火
・
防
災
標
語
の
受
賞

過去の南海トラフ地震とその記録
〜
南
海
ト
ラ
フ
地
震
な
ど
あ
ら
ゆ
る
災
害
へ
の
備
え
〜

〜
南
海
ト
ラ
フ
地
震
な
ど
あ
ら
ゆ
る
災
害
へ
の
備
え
〜

○
お
問
い
合
わ
せ
 

【
本
庁
】
情
報
防
災
課 

消
防
防
災
係
　
蕁

4
3
―
2
1
8
8
　
　
【
佐
賀
支
所
】
地
域
住
民
課 

総
合
窓
口
第
１
係
 
蕁

5
5
―
3
1
1
3

最優秀賞を受賞した
田邉こころさん

「助け合い みんなでつくる地域の輪」

震　　災 月　　日 状　　　　況

白 鳳 地 震 684年11月29日

仁 和 地 震 887年8月26日

物の破壊、人畜の死傷多く、土佐の田畑12平方キロ
メートルが海となる。津波あり。
※南海・東南海・東海3連動型とされる

慶 長 地 震 1605年2月3日
地震い大津波あり。死者5000人に上り、崎の浜、甲浦、
阿波宍喰で浸死者続出。
※南海・東南海・東海３連動型

安政南海地震 1854年12月24日
地震、大津波で被害甚し。土佐、紀伊、阿波などで死者
3000。土佐湾沿いの赤岡以西はすべて被害被る。
※南海単独 前日に東南海東海地震有

宝 永 地 震 1707年10月28日

有史時代最大の地震の潰家29000、死4900。津
波は土佐にて20ｍ余り。海辺の在家一所として残る
方なし。高知では潮江、下知、江ノ口より、一宮、布師田、
大津、介良、下田衣笠まで海となる。
※南海・東南海・東海3連動型

昭和南海地震 1946年12月21日

震害は四国、九州、近畿、中国、中部地方に及び、大津
波来襲して全国で1330人の死者が出た。高知は震
度5で午前4時19分に発震、地震後6波の津波あり。
県下の死者670、不明9、傷者1836、家倒壊4834。
※南海単独

五畿七道大いに震う。近海津波来襲し、死傷者多し。

康 和 地 震 1099年2月16日 記述等なし。痕跡あり。

正 平 地 震 1361年8月3日
津波被害甚大。香美郡田村（南国市）の下庄正奥寺に
高潮上がる。
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固
定
資
産
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧
が
で
き
ま
す

　
固
定
資
産
税
の
納
税
者
の
方
は
、
固

定
資
産
縦
覧
帳
簿
を
縦
覧
し
、
自
分
の

土
地
・
家
屋
の
価
格
（
評
価
額
）
に
つ

い
て
、
町
内
の
ほ
か
の
土
地
・
家
屋
と

比
較
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
固
定
資
産
縦
覧
帳
簿
の
記
載
内
容

土
地
に
つ
い
て

　
住
所
・
地
番
・
地
目
・
地
積
・
評
価

額
（
所
有
者
の
記
載
は
な
し
）

家
屋
に
つ
い
て

　
住
所
・
家
屋
番
号
・
種
類
・
構
造
・

床
面
積
・
評
価
額
・
構
築
年

（
所
有
者
の
記
載
は
な
し
）

◆
縦
覧
の
目
的

　
ほ
か
の
土
地
や
家
屋
の
評
価
額
と
比

較
し
て
、
評
価
額
が
適
正
で
あ
る
か
ど

う
か
の
確
認
を
行
う
。

◆
縦
覧
の
対
象
者

　
町
内
に
所
在
す
る
土
地
お
よ
び
家
屋

の
納
税
者
（
代
理
人
を
含
む
）

◆
縦
覧
に
必
要
な
も
の

 
納
税
者
本
人
　
印
か
ん
・
本
人
確
認

書
類
（
運
転
免
許
証
な
ど
）

 
代
理
人
　
代
理
人
の
印
か
ん
・
本
人

確
認
書
類
（
運
転
免
許
証
な
ど
）
お
よ

び
委
任
状
ま
た
は
依
頼
者
の
印
か
ん

◆
縦
覧
の
期
間

　
４
月
２
日
（
月
）
〜
５
月

３１
日
（
木
）

＊
土
・
日
、
祝
日
は
縦
覧
で
き
ま
せ
ん
。

同
時
に
課
税
台
帳
の
閲
覧
も
で
き
ま
す

◆
閲
覧
の
対
象
者

・
納
税
者
本
人

・
借
地
人
、
借
家
人
、
そ
の
ほ
か
収
益

の
権
利
な
ど
を
有
す
る
方
（
契
約
書

な
ど
権
利
関
係
を
示
す
書
面
が
必
要

で
す
）

◆
閲
覧
に
必
要
な
も
の

　
納
税
者
本
人
　
印
か
ん
・
本
人
確
認

書
類
（
運
転
免
許
証
な
ど
）

　
代
理
人
　
代
理
人
の
印
か
ん
・
本
人

確
認
書
類
（
運
転
免
許
証
な
ど
）
お
よ

び
委
任
状
ま
た
は
依
頼
者
の
印
か
ん

○
�お
問
い
合
わ
せ
・
縦
覧
場
所

　
本
庁 

税
務
課 

資
産
税
係

　
　
　
　
　
　
蕁

４
３
―
２
８
１
６

　
佐
賀
支
所 

地
域
住
民
課 

総
合
窓
口
第
１
係

　
　
　
　
　
　
蕁

５
５
―
３
１
１
３

　
銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
第

１４
条

の
規
定
に
基
づ
き
、
美
術
品
・
骨
董
品

と
し
て
価
値
の
あ
る
火
な
わ
式
銃
砲
な

ど
の
古
式
銃
砲
や
、
美
術
品
と
し
て
価

値
の
あ
る
刀
剣
類
を
登
録
す
る
た
め
の

審
査
会
を
実
施
し
ま
す
。

◆
実
施
日

◆
時
間
　
午
後
１
時

３０
分
〜
４
時

◆
場
所
　
高
知
県
庁 

西
庁
舎 

３
Ｆ
会
議
室

◆
審
査
時
の
携
行
品

・
審
査
を
受
け
よ
う
と
す
る
銃
砲
刀
剣
類

・
警
察
署
で
交
付
を
受
け
た
発
見
届
出
済
証

・
１
件
に
つ
き
６
３
０
０
円
の
登
録
申

請
手
数
料

◆
主
催
　
高
知
県
教
育
委
員
会 

文
化
財
課

○
お
問
い
合
わ
せ

　
教
育
委
員
会 

生
涯
学
習
係

蕁

４
３
―
０
０
４
４

　
飼
い
犬
は
市
町
村
へ
の
登
録
が
義
務

づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
死
亡
・
転
入
・

転
出
の
届
け
出
が
な
い
と
、
い
つ
ま
で

も
台
帳
に
登
録
さ
れ
た
ま
ま
と
な
り
、

お
知
ら
せ
の
手
紙
な
ど
を
送
付
し
て
し

ま
い
ま
す
の
で
、
必
ず
届
け
出
る
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
転
居
の
際
に
も
連
絡
を
お
願

い
し
ま
す
。

◆
登
録

　
生
後

９１
日
以
上
の
犬
は
狂
犬
病
予
防

法
に
よ
り
、
市
町
村
へ
の
登
録
が
義
務

づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　

◆
死
亡

　
登
録
市
町
村
へ
の
届
け
出
が
必
要
で

す
。

◆
転
入
、
転
出

　
転
入
先
の
市
町
村
へ
の
届
け
出
が
必

要
で
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
本
庁 

住
民
課 

環
境
保
全
係

蕁

４
３
―
２
８
０
０

　
佐
賀
支
所 

地
域
住
民
課

　
総
合
窓
口
第
１
係蕁

５
５
―
３
１
１
３

税
務
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

銃
砲
刀
剣
類
登
録
審
査
を
行
い
ま
す

飼
い
犬
の
手
続
に
つ
い
て

実施日時（火曜日）

平成30年

4月10日 5月8日

6月12日 7月10日

8月14日 9月11日

10月9日 11月13日

12月11日

平成31年
1月8日 2月12日

3月12日
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通
院
し
て
人
工
透
析
を
受
け
て
い

る
方
に
通
院
費
を
助
成
し
ま
す

合
併
浄
化
槽
設
置
補
助
金
の
交
付

申
請
に
つ
い
て

心
配
ご
と
・
困
り
ご
と
、

人
権
・
行
政
相
談
所
の
開
催

福
祉
避
難
所
開
設
・
運
営
訓
練

訓練の様子

相談

　
黒
潮
町
福
祉
避
難
所
協
議
会
が
、
２

月
２４
日
（
土
）、「
介
護
療
養
型
老
人
保
健

施
設
こ
と
ぶ
き
」
に
て
福
祉
避
難
所
※

の
開
設
・
運
営
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

 
訓
練
に
は
福
祉
事
業
所
や
行
政
職
員

の
ほ
か
、
出
口
・
田
野
浦
消
防
団
、
出

口
・
田
野
浦
地
域
な
ど
の
近
隣
住
民
約

１
０
０
人
が
参
加
し
、
避
難
所
の
開
設

か
ら
避
難
者
の
受
入
、
閉
鎖
ま
で
一
連

の
流
れ
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
施
設
の
備
蓄
品
の
点
検
や
、

三
浦
小
学
校
に
備
え
て
い
る
浄
水
器
を

使
う
な
ど
し
、
最
後
は
全
員
で
訓
練
を

振
り
返
り
ま
し
た
。
避
難
所
の
運
営
は
、

地
域
の
皆
さ
ん
の
協
力
が
必
要
で
す
。

今
後
も
施
設
と
地
域
が
一
体
と
な
っ
た

訓
練
を
実
地
し
て
い
き
ま
す
。

※
福
祉
避
難
所
と
は
、
一
般
の
避
難
所

で
は
支
障
が
あ
る
方
に
配
慮
が
さ
れ

た
避
難
所
で
、
町
内
７
事
業
所
と
協

定
を
結
ん
で
運
営
し
て
い
ま
す
。

　
人
工
透
析
療
法
を
受
け
て
い
る
方
に
、

通
院
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

◆
対
象
者

　
対
象
期
間
中
、
人
工
透
析
療
法
の
た

め
月
８
日
以
上
通
院
し
た
方

※
生
活
保
護
受
給
者
、
入
院
の
み
の
方
、

医
療
機
関
に
よ
る
無
料
送
迎
（
バ
ス
な

ど
）
を
利
用
し
て
い
る
方
は
対
象
外
。

◆
対
象
期
間
　

平
成

２９
年

１０
月
１
日
〜
平
成

３０
年
３

月
３１
日

◆
支
給
金
額
　

　
１
カ
月
　
５
０
０
０
円
以
内

◆
支
給
方
法
　
４
月
以
降
、
対
象
期
間

の
６
カ
月
分
を
支
給
し
ま
す
。

◆
申
請
方
法
　

　
「
通
院
証
明
書
」
に
医
療
機
関
の
証

明
を
も
ら
い
、「
交
付
申
請
書
兼
請
求
書
」

と
一
緒
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請

書
類
は
、
本
庁
・
佐
賀
支
所
の
福
祉
係

に
あ
り
ま
す
。

※
医
療
機
関
の
証
明
に
係
る
費
用
は
自

己
負
担
と
な
り
ま
す
。

◆
提
出
期
限
　
４
月

２７
日
（
金
）

○
お
問
い
合
わ
せ

　
本
庁 

健
康
福
祉
課 

福
祉
係

蕁

４
３
―
２
１
１
６

　
町
で
は
、
生
活
排
水
に
よ
る
公
共
水

域
の
水
質
汚
染
の
防
止
と
快
適
な
生
活

環
境
の
創
造
を
図
る
た
め
、
合
併
浄
化

槽
を
設
置
し
よ
う
と
す
る
方
に
、
補
助

金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。
補
助
金
の
交

付
を
受
け
る
に
は
、
事
前
申
請
が
必
要

で
す
。

 
平
成

３０
年
度
中
に
合
併
浄
化
槽
の
設

置
を
予
定
し
て
い
る
方
で
、
補
助
金
を

希
望
す
る
方
は
、
補
助
金
申
請
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

※
予
算
到
達
時
点
で
受
付
終
了

◆
補
助
金
額

・
５
人
槽
 

　
　

３３
万
２
０
０
０
円

・
６
〜
７
人
槽
　

４１
万
４
０
０
０
円

・
８
〜

１０
人
槽
　

５４
万
８
０
０
０
円

○
お
問
い
合
わ
せ

 
本
庁 

住
民
課 

環
境
保
全
係

蕁

４
３
―
２
８
０
０

 
皆
さ
ん
の
相
談
を
社
会
福
祉
協
議
会

相
談
員
、
人
権
擁
護
委
員
、
行
政
相
談

委
員
な
ど
が
受
け
る
相
談
所
を
開
き
ま

す
。
　
　
　
　
　
　

 
心
の
負
担
が
少
し
で
も
軽
く
な
れ
ば

と
考
え
て
い
ま
す
。
家
庭
で
の
心
配
ご

と
、
地
域
で
の
も
め
ご
と
、
人
権
侵
害

や
行
政
に
関
す
る
相
談
な
ど
、
ひ
と
り

で
悩
ま
ず
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
の
秘
密
は
必

ず
守
り
、
料
金
は

無
料
で
す
。
安
心

し
て
お
越
し
く
だ

さ
い（
予
約
不
要
）。

◆
開
催
日
時
・
場
所

・
４
月

１０
日
（
火
）
午
前

１０
時
〜
正
午

 
 
 
 
 
 
 

午
後
１
時
〜
３
時

　
総
合
セ
ン
タ
ー
（
佐
賀
支
所
前
）

・
５
月

１１
日
（
金
）
午
前

１０
時
〜
正
午

 
加
持
本
村
集
会
所

・
５
月

１１
日
（
金
）
午
後
１
時
〜
３
時

 
奥
湊
川
老
人
憩
の
家

○
お
問
い
合
わ
せ

 
佐
賀
支
所 

地
域
住
民
課 

人
権
啓
発
係

　
蕁

５
５
―
３
１
１
３
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〈水道給水工事指定店 当番一覧表〉

月

4

5

日

1

2～8

09～15

16～22

23～29

30

1～2

3

4

5

6

07～13

14～20

21～27

28～31

水 道 給 水 工 事 指 定 店

吉 本 水 道 工 務 店

中 村 住 設

前 田 電 工

クロシオライフラインサービス

吉 本 水 道 工 務 店

中 村 住 設

中 村 住 設

前 田 電 工

クロシオライフラインサービス

吉 本 水 道 工 務 店

中 村 住 設

前 田 電 工

クロシオライフラインサービス

吉 本 水 道 工 務 店

中 村 住 設

㈲ 弘 瀬 建 設

道 倉 水 道 工 務 店

㈱ 土 居 建 設

山 本 建 設 ㈱

㈲ 弘 瀬 建 設

道 倉 水 道 工 務 店

道 倉 水 道 工 務 店

㈱ 土 居 建 設

山 本 建 設 ㈱

㈲ 弘 瀬 建 設

道 倉 水 道 工 務 店

㈱ 土 居 建 設

山 本 建 設 ㈱

㈲ 弘 瀬 建 設

道 倉 水 道 工 務 店

野 村 企 画 設 備

拳 ノ 川 住 設

大 西 設 備

平 野 住 設

野 村 企 画 設 備

拳 ノ 川 住 設

拳 ノ 川 住 設

大 西 設 備

平 野 住 設

野 村 企 画 設 備

拳 ノ 川 住 設

大 西 設 備

平 野 住 設

野 村 企 画 設 備

拳 ノ 川 住 設

村 越 設 備

村 越 設 備

村 越 設 備

● 当番店の連絡先・所在地　　※当番日以外でも要請があった場合には対応します。

○お問い合わせ　本庁 まちづくり課 土木係（水道担当）　蕁43－2114   佐賀支所 建設課 水道係　蕁55－3700

電話番号
店　　名 住　　所

事務所
店　　名

自　宅

クロシオライフラインサービス

前 田 電 工

村 越 設 備

中 村 住 設

野 村 企 画 設 備

平 野 住 設

大 西 設 備

43－3075

43－1149

43－3225

34－3621

43－4665

44－1513

44－1025

43－1546

43－2061

44－1117

入野1769

入野1574

入野292－19

出口372－2

田野浦1593

伊田2100

上川口750－3

吉本水道工務店

拳 ノ 川 住 設

㈱ 土 居 建 設

㈲ 弘 瀬 建 設

山 本 建 設 ㈱

道倉水道工務店

電話番号

事務所 自　宅

43－2024

55－7371

55－2133

55－2121

55－3141

43－2096

55－7114

55－2363

55－2076

住　　所

下田の口822－174

拳ノ川1781

伊与喜43－5

佐賀1990

佐賀2988

浮鞭3558－8

月日（曜） 行　　　　事　　　　名 場　　　所 時　間 お問い合わせ

黒潮町イベントカレンダー 2018（平成30）年4月
変更となる場合がありますので、詳しくは担当係にお問い合わせください。　

心配ごと困りごと、人権・行政相談所 総合センター 人権啓発係� 蕁55－311310：0010（火）

第30回Tシャツアート展（～7日） 砂浜美術館（入野の浜） NPO砂浜美術館�蕁43－4915

生涯学習係� 蕁43－0044

8：00

8：00～

受付

10：00

5/2（水）

心配ごと困りごと、人権・行政相談所

加持本村集会所

人権啓発係� 蕁55－3113

10：00

11（金）
奥湊川老人憩の家 13：00

9：00

3（木）

第33回高知大方シーサイドはだしマラソン全国大会
入野の浜

※受付は土佐西南大規模公園体育館

カツオと鯉のぼり川渡しフェスティバル 坂折地区伊与木川周辺
坂折部落鯉のぼり実行委員会

蕁55－3307

4/8（日） 幡多・マーケット「海辺の日曜市」 土佐西南大規模公園（大方）
まちづくりマーケットプロジェクト

　　蕁090－2786－3702

9：0015（日） なぶら土佐佐賀 4周年祭 道の駅なぶら土佐佐賀
道の駅なぶら土佐佐賀

蕁55－3325

9：0013（日） 幡多・マーケット「海辺の日曜市」 土佐西南大規模公園（大方）�
まちづくりマーケットプロジェクト

　　蕁090－2786－3702
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くろしおっ子くろしおっ子 のの 給校学 給校学 給校学 給校学 給校学 給校学

キャベツ� 100g

白菜（もやしでも）�130g

にんじん� 20g

味付けのり�5枚分（2g）

　砂糖� 小さじ1

　薄口しょうゆ�大さじ1

　濃口しょうゆ� 少々

材料（4人分）

〔作り方〕

①キャベツ・白菜（1センチ幅）、にんじん（千切り）

を切り、沸騰したお湯で色よくゆで、冷まして水気

を絞る。

②のりははさみでカットするか、袋のままよくもん

で混ぜやすくする。

③①と②をAの調味料で和える。

○お問い合わせ

　大方学校給食センター　蕁31－3201

　佐賀学校給食センター　蕁55－2166

磯香和え

※総合計同点、カウントバック方式とする。

　カウントバックの優先順位は、合計・計・2小計・B2・A2・1小計・B1・A1とする。

成績 氏　名 A－1 B－1 A－2 B－2 小計 合計

優　勝 西地　裕 27 23 26 27 53 103

準優勝 三吉誠二 30 30 29 24 53 113

3位 澳本　修 26 30 24 30 54 110

4位 尾崎良二 26 25 25 27 52 103

5位 植木美和子 26 28 29 32 61 115

6位 宮川正幹 25 32 29 26 55 112

7位 野村豊彦 26 26 28 32 60 112

8位 峰岸広美 28 29 27 27 54 111

9位 毛利元強 28 29 29 29 58 115

10位 野中郎海 32 30

小計

50

60

56

51

54

57

52

57

57

62 26 28 54 116

HC 総計

5 108

－4 109

4 110

111

－4

8

111

1 112

－4 112

4 115

－4 115

－2 116

ベストスコア：Ａコース　澳本　修

　　　　　　　Ｂコース　西地　裕

ホールインワン：Ａコース　山下豊明

ベストグロス：尾崎良二、西地　裕

土佐西南パークゴルフ協会 2月 月例杯

　給食でも食べやすいと最近人気が出てきたメニュ

ーです。海苔のうまみや野菜の甘みが感じられます。

シンプルな野菜の和え物に海苔の味が加わるだけで、

子どもたちも食べやすいようです。

黒潮町ケーブルテレビ

4月番組予定表

IWKTV加入についてのお問い合わせは

まで光ネットワークサービスセンター
営業時間  9：00～17：00（土・日・祝日・年末年始を除く）

0800－200－1373

ＩＷＫＴＶの放送時間・番組などに関するお問い合わせは　本庁 情報防災課 情報推進係 または ＩＷＫＴＶ制作室まで

【情報推進係】蕁43－2188 【IWKTV制作室】蕁43－0500

番　　組 放送時間 番組内容の更新は、毎週水曜日の17：00です。

※放送内容などは予告なく変更する場合があります。「電子番組表」で正確な内容が確認できます。

お 知 ら せ

春の入学式・卒業式 特集！！�春の入学式・卒業式 特集！！�

◆春の入学式・卒業式特集�

涙の卒業式からワクワクドキドキの入学式まで     

感動のシーンを特集でお届けします。

◆みんなの情報や投稿映像を募集中！！�

おもしろい人や、珍しいものなど番組で取り上

げてほしいみなさんの情報をＩＷＫＴＶ制作室

までご連絡ください。

※NEWSや役場のお知らせ、イベ

　ントの様子などをお届けします。

　

ＩＷＫTV番組
07：00　13：00　17：00　20：00

Kochi on TV! 10：00　15：00　19：00　22：00

幡多サイクル紀行 08：35　14：35　18：35　21：35

片さんのFish!おふ 06：00　11：00　23：00　

サイエンスチャンネル 06：45　11：45　23：45

ＪＣＣ三人娘が行く! 08：45　14：45　18：45　21：45

ショップチャンネル
09：00　12：00　16：00

24：00～06：00

日時：2月17日（土）　開始：午前9時

場所：土佐西南黒潮パークゴルフ場

A

・お寄せいただいた情報や映像などは都合により放送

　できない場合もあります。�                                   

・催しものなど、直前に情報を頂いても取材に行けな

　い場合があります。



澤広報くろしお  №145　2018（平成30）年4月号

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
通
信

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
通
信

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
通
信

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
通
信

　
あ
た
た
か
な
春
の
日
差
し
を
あ
び
て
、

色
と
り
ど
り
の
花
が
咲
き
ほ
こ
る
季
節

と
な
り
ま
し
た
。

　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
子
育

て
中
の
親
子
が
安
心
し
て
地
域
で
暮
ら

し
、
子
育
て
の
喜
び
を
分
か
ち
合
い
、

保
護
者
や
子
ど
も
た
ち
が
交
流
で
き
る

「
場
」
の
提
供
を
し
て
い
ま
す
。
育
児

の
悩
み
や
日
々
の
暮
ら
し
の
相
談
に
乗

り
楽
し
く
子
育
て
が
で
き
る
よ
う
に
お

手
伝
い
し
ま
す
。

　
お
気
軽
に
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

【
活
動
内
容
】

★
親
子
ふ
れ
あ
い
活
動

手
遊
び
、
ふ
れ
あ
い
遊
び
、
お
も
ち

ゃ
作
り
、
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
園

庭
遊
び
、
散
歩
な
ど

★
フ
リ
ー
デ
ー

　
平
日
　
午
前
９
時
〜
正
午

　
　
　
　
午
後
１
時
〜
４
時

４５
分

親
子
で
室
内
遊
具
や
玩
具
な
ど
を
使

っ
て
、
自
由
に
遊
び
ま
す
。

お
子
さ
ん
の
生
活
リ
ズ
ム
な
ど
を
考

え
な
が
ら
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

★
子
育
て
相
談

　
平
日
　
午
前
９
時
〜
正
午
 

　
　
　
　
午
後
１
時
〜
５
時

電
話
相
談
、
来
所
相
談
、
訪
問
相
談

を
行
い
ま
す
。

【
対
象
】

　
町
内
で
子
育
て
中
の
方
や
里
帰
り
中

の
方
な
ら
ど
な
た
で
も
利
用
で
き
ま
す
。

今
月
は
、
ふ
れ
あ
い
遊
び
が
中
心
で
す
。

★
佐
賀
お
で
か
け
広
場

　
毎
週
火
曜
日

　
午
前
９
時
３０
分
〜
１１
時
３０
分

　
場
所
　
新
佐
賀
保
育
所
内

　
　
　
　
（
伊
与
喜
６
９
９
―
１
）

　
　
　
　
「
ど
う
ぞ
の
お
へ
や
」

※
中
止
の
場
合
は
事
前
に
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

★
い
っ
し
ょ
に
遊
ぼ
う

　
毎
週
木
曜
日

　
午
前
１０
時
〜
１１
時
３０
分

　
場
所
　
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

○
お
問
い
合
わ
せ

　
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
大
方
中
央
保
育
所
内

（
入
野
５
６
９
５
番
地
）

　
　
蕁

４
３
―
０
５
１
２
（
直
通
）

4
月
の
予
定

　町内で、保育施設などを利用せず子育てに取り組んでいる方を対象に「黒潮町在宅子育て

応援補助金」を交付しています。補助金の交付を希望される方は、所定の申請書に必要事項

を記入のうえ、窓口まで提出をお願いします。（※対象は3歳未満）

◆補助金の額

　第1子および第2子の子ども　 月額20,000円

　第3子以降の子ども　　　　　月額30,000円

◆補助金の交付時期

　8月、12月および4月にそれぞれ前月分までの金額を合計して、

ご指定の金融口座に振込みます。

・出生の翌月から3歳の誕生月を最終として、最大36カ月分が交付対象期間となります。

・対象となる子どもが町内に居住しなくなった場合や、保育施設などの利用が始まった場

合には、補助金の交付は終了となります。

●補助金に関する相談・申請は下記の担当窓口までお願いします。

　【本庁】�　　　　　　　　　　　　　　【佐賀支所】

　  住民課 住基戸籍係　蕁43－2800　 　地域住民課 総合窓口第2係　蕁55－3701

在宅子育て応援補助金について
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　みなさんこんにちは。昨年6月より地域おこし協力隊として黒潮町で活動している

移住担当の中原明子です。前回は着任のご挨拶をさせていただきました。それから

早10カ月！とても充実した日々を送っています。

　北海道からこちらに来たばかりの頃は、カルチャーショックの連続でした。地区ごと

に「行政区」があり、それぞれ区長さんがいること。自治活動が盛んなこと。北海道で

も「町内会」という似た組織がありますが、こちらはそれがもっと綿密で様々な活動を

しているのですね。都会に比べれば濃いご近所付き合いも楽しんでいます。人生の先輩や友人・知

人がたくさん増えました。とてもおいしい黒潮町の幸をお裾分けいただくことも多く、感動していま

す。移住するうえで、地区に馴染めるかが大きな心配のひとつでしたが、みなさんとても親切にして

くださり、黒潮町や町の人たちがさらに好きになりました。業務中でも、貸してくださるお家を探す

時などで町内をウロウロすることが多いですが、その際も「お姉ちゃん方なにしよるの？」と声をか

けてくださる方が多く、ご近所の状況などを伺うのに大変助かっています。

　オリンピックでも「そだねー」などの北海道弁が話題になっていましたね。私はもともと方言とい

う地域の特性が大きく出る言葉が大好き

なので、今まで聞く機会が無かった幡多

の言葉と佐賀の言葉のかわいい言い回し

や独特の単語に日々驚いています。少し

ずつ慣れてきましたが、なかなか難しくま

だ自分で使うまでには至っていません。

そのうち自然と自分の口からこちらの言

葉が出てくるのを楽しみにしています。

【今月の担当者】

地域おこし協力隊

中原　明子

入野の自然を再発見バードウォッチング 若山楮和紙工房へぐり体験

狡やなせ　たかし土佐くろしお鉄道NEWS土佐くろしお鉄道NEWS土佐くろしお鉄道NEWSサニーくん サンコちゃん

「土佐くろシニアパス」を発売中

○お問い合わせ先／土佐くろしお鉄道㈱中村駅　蕁35－4961

　土佐くろしお鉄道では満65歳からご利用いただけるお得な切符「土佐くろシニアパス」（1カ月

間有効）の販売を3月25日（日）から開始しています。

　シニアパスご利用の方は普通列車だけでなく、特急料金（※ワンコイン特急券利用可）を支払え

ば特急列車にもお得に乗車できます。この機会にぜひ土佐くろしお鉄道をご利用ください。

◆発売額

◆発売場所　宿毛駅、中村駅、窪川駅　　

※ワンコイン特急券とは定期券、回数券、シニアパスをお持ちの場合、下記1区間を100円で

特急列車自由席にご乗車できる切符です。

　宿毛 ⇔ 中村 ⇔ 土佐佐賀 ⇔ 窪川 （⇔…1区間）2区間以上は一律200円。

・窪川 ⇔ 宿毛　　　8,000円　　　・土佐佐賀 ⇔ 中村　3,000円　　

・窪川 ⇔ 中村　　　6,000円　　　・中村 ⇔ 宿毛　　　3,000円

・窪川 ⇔ 土佐佐賀　3,000円

例：土佐佐賀 ⇔ 中村の1ヶ月通勤定期は19,620円。シニアパスは3,000円。



濆広報くろしお  №145　2018（平成30）年4月号

4月

日 月 火 水 木 金 土

42 53 6 7

8

1

9 10 11 12 13 14

1

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 26 27 28

29 30 27

25

5月

日 月 火 水 木 金 土

2 1 2 3 4 5

開
館
時
間

【
月
・
火
・
水
・
金
】
　

　
午
前
１０
時
〜
午
後
６
時

【
土
・
日
】

　
午
前
１０
時
〜
午
後
５
時

★
佐
賀
図
書
館
は
午
後
１
時
〜

　
２
時
ま
で
閉
館
。

★
木
曜
日
は
休
館
日
で
す
。

貸
出
冊
数
・
期
間

【
本
】

　
１
人
５
冊
・
２
週
間

★
本
の
新
刊
は
１
週
間
で
す
。

【
雑
誌
】

　
１
人
３
冊
・
２
週
間

【
ビ
デ
オ
・
Ｃ
Ｄ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
】

　
１
人
２
点
・
１
週
間

返
却
す
る
と
き

・
佐
賀
・
大
方
ど
ち
ら
の
図
書
館

で
も
返
却
が
で
き
ま
す
。

・
休
館
日
に
返
却
す
る
時
は
各
図

書
館
に
あ
る
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
に

入
れ
て
く
だ
さ
い
。

・
ビ
デ
オ
・
Ｃ
Ｄ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
は
開

館
時
の
受
付
窓
口
へ
返
却
し
て

く
だ
さ
い
。

★
返
却
期
限
を
お
守
り
く
だ
さ
い
。

返
却
期
限
を
過
ぎ
る
と
督
促
を

行
い
、
そ
の
後
貸
出
停
止
の
処
理

を
行
い
ま
す
。

★
借
り
た
本
や
ビ
デ
オ
な
ど
を
紛

失
や
破
損
し
た
場
合
は
、
弁
償

し
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
大
方
図
書
館

　
蕁

４
３
―
２
１
１
０

　
佐
賀
図
書
館蕁

５
５
―
３
１
５
０

（
■
の
日
が
休
館
日
で
す
。
）

大
方
・
佐
賀
図
書
館

新しくはいった本紹介

●おちゃめに１００歳！寂聴さん　　　　　瀬尾　まなほ／著

●綾瀬はるか「戦争」を聞く１・２� 『ＮＥＷＳ２３』取材班／編

●祝　葬　　　　　　　　　　　　　　　　　久坂部　羊／著

●絵金　極彩の闇　　　　　　　　　　　　　　　　絵金／作

●「男はつらいよ」を旅する　　　　　　　　川本　三郎／著

●コブのない駱駝　　　　　　　　　　きたやま　おさむ／著

●夏井いつき超カンタン！俳句塾　　　　　夏井　いつき／著

●もし文豪たちがカップ焼きそばの作り方を書いたら

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　神田　桂一／著

●漱石先生の手紙が教えてくれたこと　　　　小山　慶太／著

●中学生になったら　　　　　　　　　　　　　宮下　聡／著

図
書
館
カ
レ
ン
ダ
ー

図
書
館
カ
レ
ン
ダ
ー

図
書
館
カ
レ
ン
ダ
ー

図
書
館
カ
レ
ン
ダ
ー

http://akatsuki.town.kuroshio.lg.jp/akatsuki

第
２6
回
企
画
展

期
間
　
4
月
３０
日
（
月
）
ま
で

会
場
　
上
林
暁
文
学
館
（
大
方
あ
か
つ
き
館
２
F
）

『
文
芸
誌
『
大
形
』
と
と
も
に
』

〜
創
刊
か
ら
５２
年
、３
０
０
号
の
歩
み
を
た
ど
る
〜

28 29 30 31

懐かしき昭和の風景 ～ゆめふうせん～

期間／4月8日（日）まで

会場／大方あかつき館１Ｆ町民ギャラリー

「だんだん昭和が遠くなりつつある今、懐かしい時代を

再び味わいに、ぜひご来場くださいませ」（作者）

美智子創作人形展

※4月27日（金）は館内整理日。29日は祝日です。

＊
旧
大
方
町
公
民
館

の
「
文
学
学
級
」
か

ら
生
ま
れ
た
文
芸
総

合
誌
『
大
形
』
、
そ
の

創
刊
か
ら
５２
年
、
３

０
０
号
の
歩
み
を
た

ど
り
ま
す
。

　
　
多
く
の
か
た
が
た

の
ご
要
望
に
応
え
、

４
月
い
っ
ぱ
い
展
示

し
て
い
ま
す
。


	2018_NO145_P01
	2018_NO145_P02
	2018_NO145_P03
	2018_NO145_P04
	2018_NO145_P05
	2018_NO145_P06
	2018_NO145_P07
	2018_NO145_P08
	2018_NO145_P09
	2018_NO145_P10
	2018_NO145_P11
	2018_NO145_P12
	2018_NO145_P13
	2018_NO145_P14
	2018_NO145_P15
	2018_NO145_P16
	2018_NO145_P17
	2018_NO145_P18
	2018_NO145_P19
	2018_NO145_P20
	2018_NO145_P21
	2018_NO145_P22
	2018_NO145_P23
	2018_NO145_P24

